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Ldaumfttsb fadatpaid datqbab nadagaasand badabgar daqbab daqaid ar aumgbats
王家のフツツ国は最後の僅かな集まりを手当てして、統治領土とした。そう遠くない国土
は悪い雲の(日当たりが悪い)土地で、自立領土は自助で、土地の希望が外に多くなった。

daqbab fbadar nadaqba nadaqaid dafar dafb nadaqtsb dafaum bfttsb nadaqar azi
自立領土はしっかりした農地だがおとなしく無かった。自助の無い豊かな土地は争い、
ナダクト国には豊かな希望があった。ブフアア国は未自立地だったが可能だった。

faadasb nadaqand baaar daqaid batdasb aatsb aafab qtsb tfb said aum
フアアダ国は奴連合で、まとめた土地に自助でブアツトダ国・アアツ国ができた。
合流したブクト国は空席の  (  亡くなった人の  )  長老が希望だった。

faatsb nadaqaum dafb batqbatb dafaumsb daqbatb bfbatsb daqar ar bfb aasb
フアアト国は自立希望がなく争い、多くの小さな変化だった。ダフアウム国は自立に
変化し、ブフバツト国は自立地が次々とでき、育ったのはアア国だった。

dafaum batsb dasand aatb
豊かな希望のブアツト国は競争で人を増やした。

fbasdaum nadaqbab saasb batsb sqbatb aatgar dafaasb daum batsar aasazi
しっかりした指導者の無自立領土のスアア国は多くの国である。
隠れて変化した外の土地を加え、ダフアア国の家の多くのボスは定まることができた。

sbatb qaid nadaqar daumfar aab far dafar aasb qaasb sdaumqaid dafarsb
古い国では少ない援助でも無自立地の家は良い土地にあった。全ての良い土地は
豊かな土地を求めた。クアア国は拡散して少ない支援だったが豊かな土地の国だった。

saadasb batdak nadasand gaadasand aafaum sar daqtsb daqaatsb
サアアダ国では多くが固く争いがなく、沖での争いは幾らかの連合である。
ボスはダクト国とダクアアト国である。

fbatb fand daumq badaum qbats nadaqttdas rand nadaqttb nadaqdak qaasb
しっかりした国は良くはあるが家が小さく軒並み小さな集まりである。自立の無い
集まりの出入りは、周りではあるが管理のない国の無自立が強く小さな国のままである。

kaid batbq aadasb qaatsaid aatsand dafaid sand
中央は多くは昔から成長し小さい。長老を設け国土を設け豊かな援助の国土であった。
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pbatsar batsb qbatsb nadafaatk darand batqaid dafaid fbatk nadaqaid
大きくないボスで多くの国のクバト国は、長期ではない方向で、農地ではあるが
多くの手助けをした。豊かな支援でしっかりした方向で自助がなかった。

badafbatb k and dasb daumqaasb nadafand bafab sdaum qaab faasand saum
豊かに変化するに連れて、後ではあるが成長したダウムクアア国には長老が居なく、
初めの人は家を集めて小さなことだった。良い国土の指導者だった。

umbatt nadasaid daqand dafdasb aafab
まとまった集まりには出入りの支援がなかったが成立し、豊かに成長し合流した。


